
1

西東京市第３次総合計画の
策定を進めています

総合計画とは

基礎調査の結果
中学生まちづくりアンケート
の結果

企業・団体等ヒアリングの結果

【対象】市内公立中学校（９校）に在籍する２年生 
【調査方法】学校での配布・回収
【期間】令和３年 12 月に学校ごとに実施 

　市では、令和６年度からの 10 年間のまちづくりの方向性を示す「西東京市第３
次総合計画」の策定に取り組んでいます。本計画の策定を進めるにあたり、各種基
礎調査を実施したほか、幅広い世代の声を広くお聴きする機会としてシンポジウム
や各種ワークショップを開催しました。市民の皆様からいただいた意見やアイデア
をご紹介します。

　総合計画とは、市政運営の基本方針となり、すべての計画の最上位に位置づけられる計画です。基本構想、基
本計画、実施計画の３層構造で構成されます。西東京市では、現行の西東京市第２次総合計画が令和５（2023）
年度をもって終了するため、令和６（2024）年度を初年度とする「西東京市第３次総合計画」を令和５年度に
策定します。

基本
構想

基本計画

実施計画

目指すべき将来都市像を定める計画

基本構想で示された都市像を実現する

ため施策の基本的方向性を定める計画

基本計画で定めた施策に基づく具体的

な事業を定める計画

10 年後の西東京市の姿
No.1  自然が多い（151 件）

No.2  お店が充実（115 件）

No.3  住みやすい・過ごしやすい（105 件）

No.4  都会・栄えている（102 件）

No.5  きれい（84 件）

今後のまちづくりの改善案・アイディア
〇身近な学校を単位とした地域づくりを行い、

　地域に参加しやすい環境を作る。

〇多種多様な人々が参加出来るイベントの

　企画・開催。

〇地域活動の担い手やコーディネーターとなる

　市民の発掘・育成。　

【調査対象】住民基本台帳（令和 3 年 10 月 1 日現在）に登録
された 18 歳以上の男女 5,000 人 

【調査方法】郵送による配布・回収 
【期間】発送 : 令和 3 年 11 月 1 日から 11 月 22 日
【回収率】48.9% 

市民意識調査の結果
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

まちなかの自然（公園、農地等）が豊かである

都心部に近く、交通・生活が便利である

買い物が便利である

安全・安心に暮らせる

気候がよく暮らしやすい

街並みや景観、雰囲気がよい

新鮮な野菜・食材が豊富である

医療・福祉の環境が整っている

仕事と生活のどちらも充実できる

子育て・教育環境が整っている

祭・イベントがある

スポーツやアウトドアを楽しめる

歴史・伝統がある

文化・芸術・音楽を鑑賞できる

交流やコミュニティ活動が活発である

活気がある

地域の成長力がある

西東京市のイメージ

暮らしたいまちのイメージ

（％）

※一部抜粋
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計画策定の流れ

　現在の西東京市のイメージとしては、「まちなかの
自然が豊かである」「都心部に近く、交通・生活が便
利である」「買い物が便利である」が上位になりました。
　一方、将来的に暮らしたいまちのイメージとしては、

「安全・安心に暮らせる」「買い物が便利である」「ま
ちなかの自然が豊かである」が上位でした。
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人口推計の結果

総合計画策定のための基本方針

【実施概要】
　西東京市第３次総合計画の策定にあたり、 人口の動
向を推測し、施策や事業の方向性、行政サービスの需
要量などを検討するための基礎資料とすることを目的
として、 令和４（2022）年～令和 24 （2042）年の
20 年間の人口を推計しました。

【結果】
• 総人口については、令和９年の 205,877 人を

ピークに、人口減少に転じる見込みですが、20
年後（R24）も約 20 万人を維持する見込みです。

• 高齢化率は増加傾向で、20 年後（R24）には
31.3％となっています。

• 年齢構成は、0 歳から 64 歳までの割合が減少
する一方で、65 歳以上の老年人口の割合が増加
していく傾向となっています。

　総合計画策定審議会では昨年度末に計画策定に向けて、これからのまちづくりに求められる基本的な視点や市
民参加の重要性などについて「基本方針」を定めました。
　基本的な視点として、西東京市がより成長していく自治体となるためには、
●市民一人ひとりが、「このまちで暮らし続けたい」「長く地域と関わっていたい」と思えること
●行政と市民が一体となって、「SDGs」、持続可能な開発目標の達成を目指していくこと
●「人とのつながり」「あたたかみ」「充実感・やりがい」「安心」を実感できること
が不可欠です。

　そのための基本的な視点として、「たから」「らしさ」「つながり」「いきがい」
「そなえ」「みらい」　の６つを掲げています。
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〈6 つの視点〉

①地域への

「誇りや愛着」を育む

～たから～

②一人ひとりが「自分らしく」

生きることができる

～らしさ～

③互いの「つながり」

によりささえあう

～つながり～

④楽しみや「いきがい」

を見出せる

～いきがい～

⑤変化や危機に

「柔軟」に対応する

～そなえ～

⑥「次世代」につなげる

～みらい～

人口は 20 年後も約 20 万人
を維持しますが、高齢化率は
30％を越える見込みです。
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西東京市のミライを語るシンポジウム
～みんなで西東京市の可能性を見つけよう～

〇西東京市 PR 親善大使トーク
完熟フレッシュ
〇パネルディスカッション
進行：
小松 真弓 氏

（西東京市総合計画策定審議会委員）
パネリスト：
生田 哲也 氏

（フォトグラファー・ビデオグラファー）
下田 将人 氏（向台農知園園主）
荘 祐紀子 氏（ぽくるーむ副代表）
中村 晋也 氏（ヤギサワベース代表）
星 竜也 氏

（レインボーコミュニティ西東京会長）
山本 泰嗣 氏（（株）帆翔代表取締役）
〇市長とトーク
池澤 隆史 氏  （西東京市長）
岡田 琴里 氏  （稲門進学ゼミナール塾長）
小山 奈緒 氏  （大学生）
畠山 恭輔 氏  （大学生）
山嵜 海 氏　  （大学生）
六反田 菜都実 氏

（シンガーソングライター・ダンサー）

　総合計画の策定に関して、幅広い市民の皆様のご意見をお聞きするため、様々な
市民参加の機会を設けました。シンポジウムは、市民参加のキックオフイベントと
して、西東京市のまちづくりに関心を持っていただくことを目的として開催しまし
た。

西東京市総合計画策定審議会会長のご挨拶など 西東京市 PR 親善大使の完熟フレッシュのトーク

■プログラム ■出演者

●開会・ごあいさつ
●調査結果の報告
●西東京市 PR 親善大使トーク
●パネルディスカッション
　休憩
●市長とトーク
●ごあいさつ・閉会

■開催日時・会場

日時：令和 4 年 7 月 2 日 ( 土 )
　　　午後 1 時 30 分～ 4 時
場所：コール田無 多目的ホール
※ Youtube でのライブ配信を実施。
　令和 5 年 3 月 31 日まで Youtube で
　アーカイブ配信中。

来場者：72 人 
Youtube ライブ配信視聴回数：316 回

■来場者数
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パネルディスカッション

■登壇者
（左から）
進行：
小松 真弓 氏

（西東京市総合計画策定審議会委員）
パネリスト：
山本 泰嗣 氏（（株）帆翔代表取締役）
生田 哲也 氏

（フォトグラファー・ビデオグラファー）
中村 晋也 氏（ヤギサワベース代表）
荘 祐紀子 氏（ぽくるーむ副代表）
星 竜也 氏

（レインボーコミュニティ西東京会長）
下田 将人 氏（向台農知園園主）

■内容
① 活動紹介
② 意見交換
・西東京市で活動（事業）をしていて良かっ
  たこと、うまくいったこと
・西東京市が若い世代がより活躍できるまち
  になるために必要なこと
・これからの若い世代に期待していること
・このさき西東京市がどんなまちになって
  いってほしいか

〇多世代が一緒に楽しめるまち。

〇心身ともに健康寿命１位のまち。

〇何回でも失敗できて何回でも挑戦できるまち。

〇西東京市はベッドタウンで、人が暮らすまち。

　だからこそ、地域での人と人の交流がある。

〇地域のことに楽しく参加しながら地域での自分の役割を見つける。

〇ほっとできる、深呼吸ができるまち。

〇誰もが安心して自分らしくいられる居場所があるまち。

〇場所だけでなく、一人ひとりの『人』が居場所になれるまち。

〇西東京市に長年住んでいる人と市外から転居してきた人を繋ぐ。

〇市内で働ける場所が増えれば、自分の時間を大事にすることが

　出来るようになる。

■主な意見
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市長とトーク

■登壇者
（左から）
池澤 隆史 氏（西東京市長）
小山 奈緒 氏（大学生）
山嵜 海 氏（大学生）
畠山 恭輔 氏（大学生）
岡田 琴里 氏（稲門進学ゼミナール塾長）
六反田 菜都実 氏

（シンガーソングライター・ダンサー）

■内 容
① 自己紹介
② トーク
・パネルディスカッションを聞いて
  感じたこと
・西東京市の印象
・市長に聞いてみたいこと
・西東京市への想い

〇発展しすぎず、人らしさが残っているまち。

〇田舎だけど田舎過ぎず、アットホームなまち。

〇「西東京市はこういうまち」と言える

　誇れるまち。

〇人にやさしいまち。

〇長く住み続けられるまち。

〇西東京市の長所であるあたたかみを

　もっと発信する。

■主な意見
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来場者アンケート結果
　シンポジウムの来場者にアンケート調査を行いました。

〇年齢 〇参加理由

〇まちづくりで重要な分野

〇西東京市の将来像に関するキーワード・フレーズ

○みんながいきいきと楽しめるまち。

○若い層とともに60歳以上もまちの中心であり、多層的に躍進するまち。

○産業商業の停滞を盛り返しているような活動のあるまち。

○子どもたちを含む市民参加型のまち。

○住み続けたいまちランキング上位となるような一人一人が住んでいて良かったと

　思えるまち。

○市外の人からも「住んでみたい」と思われるまち。

○子育てがしやすい、子どもに優しい、子育て世代が西東京市に住みたいと思えるまち。

○子育てしやすいまち、子どもが笑顔でその親も笑顔でいられるまち。

○子どもに明るい未来を残す。

○子ども時代に「楽しかった」と思うことが１つでも多く体験できることが、その後の人

　生の豊かさにつながる。

○心の安心を感じられるまち。

○安心・安全なまち。

○人と人とのつながりを大切にできるまち。

○一人一人の尊厳を大事にするまち。

　シンポジウムへの参加理由を聞いたところ、「まち
づくりに関心があった」が 20.3％で最も多く、次
いで「パネルディスカッションに関心があった」が
18.2％、「総合計画に関心があった」が 14.0％となっ
ています。
　10 年後のまちの姿を想像する上で、西東京市のま
ちづくりで重要な分野を聞いたところ、「市民参加」
が 16.8％と最も多くなっています。次いで、「子ども

（教育含む）」が 15.9％、「まちづくり」が 13.6％となっ
ています。
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子どもワークショップ
「西東京市のミライを考えよう！」

　次世代を担う小学５・６年生、中学生を対象に、SDGs を学びながら西東京市へ
の関心を深めてもらうとともに、市が目指すべき姿（将来像）やまちづくりにとっ
て重要なテーマについて、子どもの目線からの意見を把握するために開催しました。

■プログラム概要

●ディスカバーウォーク ●西東京市クイズ！

●グループワーク ●ミライのいいな

■実施日

■会場

■参加者

令和４年７月 27 日（水）及び８月３日（水）

いこいの森公園内セミナールーム

10 名（小学生５名　中学生５名）
１日目 ： 小学５年生３名、小学６年生２名、
中学生５名の３グループ
２日目：小学生３名、中学生５名の
            ２グループ
※小学生２名は２日目を欠席
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旗上げアンケート・カード選び
　人生の節目にあわせた質問（13 問）に対して、５つの選択肢の中から自分の考えに最も近いものを選び、旗
を上げるアンケートを行い、使用したカードの中から人生において重要だと思うテーマや選択肢が記載されてい
るものを選びました。最後に、未来の西東京市を生きる人たちに向けたメッセージを記入しました。

使用した人生カードの一部と、
旗上げアンケートの様子

〇西東京市は子どもから大人まで楽しめる場所が

　そろっているのでいいところです。

〇西東京市には、たくさんいいところがあるから自分たちで

　いいところを探してみてごらん。

〇年を取るのは早いからやれることはやってみたほうがいいぞ。

〇西東京市は本当に良いところだから、西東京市での生活を

　精一杯楽しんでほしい。

〇平和な世の中を築いてください。

〇西東京市は良いところだけど、市の人達にはないような視点が

　あると思うから、それを活かして西東京市をもっと快適にして

　ほしいです。そして、西東京市の良さを引き出してください。

〇西東京市の良いところはもっと伸ばし、改善点は良くして

　このまちをより住みやすく安心できる充実したまちにして

　いってください！

〇西東京市は栄えてもいて、でも緑も多いとてもバランスの良い

　市。だからそれをこのまま続けてほしいし、発展のためにも

　取り組んでほしい。

■メッセージ
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グループワーク　
　旗上げアンケートで選んだカードをもとに、各グループの中で理由を発表して、意見を整理しました。その後、
各グループの意見（まとめ）を参加者で共有するために全体発表を行いました。

■グループワークでの意見
〈小学生グループ〉

〈中学生グループ〉

良さに気づく 良さを知ってもらう

住み続けられる

あそんで思い出　身近の環境

良いところをもっと探そう 公共施設・道路　安心

子どもののびのび　大人の安心

自分たちで考えられる

ふるさと西東京で楽しい思い出を うけつぎたい歴史

市内で過ごせる 楽しめる

移動できる

どの世代でもつながり

行き来しやすい

良さに気づくことが
知ってもらう、広める

ことにつながる

つながりや楽しみ、
住みやすいインフラが

住み続けられる
まちにつながる

自然は宝
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ミライのいいな
　ワークを通じて気づいた「まちづくりで大事なこと」から、叶えたい未来のまちの形や想い、姿について、各
個人がフレーズやキーワードを SDGs の 17Goals のアイコンを添えてシートにまとめました。

●理由
都市の発展と農業がバランス良く進んでいる、と
いう点は今も西東京市のいいなというところだけ
ど、未来の西東京市でもそれが続いていき、より
発展していって「西東京市の良さ」と胸をはって
言えることになればいいなと思ったから。

●まちづくりで大事なこと
・暮らしていく上で、快適な生活や安心・安全な
  生活を送っていけるまちをめざしていくことが
  大事だと思う。
・まちに住む人々が望んでいるまちを作り、誰もが
  ｢ここに住んでいてよかった｣ と思えるまちの
  在り方を考えることが大事（住民の意思も反映
  していく）。
・まちに住む人々が、そのまちの良さに少しでも
  気づけるようなまちを目指すことが大事。

●理由
少しでもたくさんの人たちが快適に暮らせるまち
を作れたらいいな、一人一人が西東京市を ｢いい
まちだな｣、｢より快適なまちを作りたいな｣ など
と思う気持ちになれたらいいなと思った。

●まちづくりで大事なこと
少しでもたくさんの人たちが安全に快適に暮らせ
る工夫や、建て替えをしたらいいなと思った！一
人一人が西東京市を ｢いいな｣ と思ったり、｢より
快適なまちを作りたいな｣ と思う気持ちがまちづ
くりで大事なことだと思います！！

●理由
皆平等が一番平和です！

●まちづくりで大事なこと
・歴史を大切にする
・人と人との関わり
・自然
・施設
・身の回りの環境
・安心安全
・心

●理由
・自然が豊かなまち
・人とのつながりが盛んなまち
・誰もが安心、安全に暮らせるまち（社会）

●まちづくりで大事なこと
・人間関係
・周りの意見
・何が大事か、何をしたらいいかを時間をかけて
  考える。
・いろんな年の人に話を聞いて何が一番いいか
  目標を決める。
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●理由
方法は違う。でも目的は一緒。お互いが働きかけ
合うまち。
→西東京市を良くしたい、という思いは同じでも、
やり方はたくさんある。そして、お互いを刺激し
合うことができる。

●まちづくりで大事なこと
まちづくりで大事なところは、良いところと悪い
ところを明確にして、それぞれに相応する考えを
広げていくことだと思いました。まちづくりで大
事なところ (( 選んだ ) 人生カードや考え方 ) は一
人一人違うけど、共通することは必ずあるし、全
てつながっていることに気づいたからです。考え
方は樹形図のようにどんどん広がっているから、
まずはまとめて要点を明確にすることが大事だと
思いました。

●理由
・西東京市の良いところは緑が多いところだと思う
  ので、それを無くすことなく、キレイなまま残し
  てほしいと思ったから。
・住んでいて楽しいと思えるために、まちの中で差
  別が起こることのないよう、様々な面から楽しい
  と思えるまちであってほしいと思ったから。

●まちづくりで大事なこと
まず自分たちが良さに気づき、さらにそれを周り
の人に知ってもらうことが大事だなと思った。自
分の身近な人だけでなくたくさんの人と繋がりを
持ち、交流したりすることで、交通の便をさらに
良くしたり、住んでいることを楽しいなどと感じ
ることができれば、それは住みやすさに繋がって
いくから、住みやすくするために何が必要で、ど
うしていけばいいのかを考えることが大事だと思
う。

●理由
いつ帰ってきても変わらない。みんなのふるさと
となり、ずっと住んでいたい、ずっと住んでいら
れる。そんな市であり続けてほしいと思いました。

●まちづくりで大事なこと
・良さに気づき、それを知ってもらう。
  そして、自分たちで考えられるようになること。
・住み続けられることが一番の終着点であり、
  そのためどの世代でもつながりを持ち、移動
  手段が豊富で、市内で楽しく過ごせることが
  大事。

●理由
人々がここにいたいと思えるきっかけが大切だと
思ったから。

●まちづくりで大事なこと
まず西東京市の良さに気づく
→考える→知ってもらう
どの世代にもつながりを大切に ( ここで良さを共
有したい )
移動のしやすさ、安心安全、子どもも高齢者も楽
しめる場
→住み続けられるまち
前向き、楽しむ、平和、良さを引き出す、安心充実、
発展、バランス
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西東京市のミライを考える
「まちづくりワークショップ」

　西東京市が目指すべき姿（将来像）やまちづくりの方向性、課題解決に向けた取
組アイデアなどについての市民意見を把握するため、幅広い世代を対象にワーク
ショップを開催しました。

会場実施の様子

オンライン実施の様子

■開催日

■場所

■プログラム

■参加者

【会場実施】
令和４年８月 20 日（土）及び８月 27 日（土）

【オンライン実施】
令和４年９月７日（水）及び９月 14 日（水）

【会場実施】
南町スポーツ・文化交流センター

「きらっと」２階多目的ホール
【オンライン実施】
Zoom Meetings

【１日目】
●西東京市について学ぼう
●地域デザインワーク

【２日目】
●ミライ×アイデアワーク

【会場実施】
１日目：21 名　　２日目：21 名

【オンライン実施】
１日目：15 名　　２日目：14 名
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地域デザインワーク
　グループワークをもとに、これからの西東京市のまちづくりのコンセプトや西東京市が目指すまちの姿を、キー
ワードやフレーズで表現して、グループごとにまとめ、全体発表を行いました。

〇市民の顔が見えて歴史・観光も魅力的な誇れるまち

〇余白（のびしろ）があるまち（緑だけじゃない、〇〇だけじゃない）

〇豊かさ、実りを分かち合う

〇多数決でないまちづくり

〇帰ってきたくなるまち

〇吉祥寺に行かなくても市内で経済循環できる魅力あるまち　

　きれいな景観、おしゃれな店

〇市外の人がわざわざ土日に来てくれる魅力のあるまち

〇安心・安全なまちづくり　防災性の高い・高齢になっても

　暮らせる・歩きやすい・利便性ある・医療の充実したまち

〇身近で安心できる子育て（目の届くところで子育て）

〇子どもの（大人も）自己肯定感が上がるまちづくり

〇多摩地区出生率Ｎｏ．１のずっと暮らせる、教育も安心も

　仕事もあるまち

〇高齢者・子どもを大切にしたまち

〇自分も受け入れられて周りも受け入れられる

〇子どもがのびのび、自分ごとになれるまち

〇一人ひとり個を大事にする

　（認め合う、自己表現、一人ひとりを活かせる）

〇多様な人が交流する場所

〇ゆるいつながりの助け合い

〇声をあげて、声をかけて

　（SOSが出しやすい、声が上げられる社会）

〇お隣さん文化の残るまち

　～ちょうどいい都下の魅力をそろえました～

〇最後まで自分の人生を選択できるまち

〇個性を伸ばせる、好きなことができる、「多様性」のあるまち

〇自己実現できるまち

〇人の良さを生かして：コミュニケーションができるまち、

　地域のつながりがあるまち

まちづくりのコンセプトや目標
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ミライ×アイデアワーク
　グループに分かれて、分野ごとのテーマについて、現状と課題を整理しました。整理した現状と課題を踏まえ
て、目標を実現するためのアイデアについて検討を行い、全体発表を行いました。

子ども、教育
〇子どもがＳＯＳを出せる・受け取れる
〇学校を拠点に人が集まれる
　居場所づくり
〇子どもが相談できる環境
〇各自のペースで勉強できる選択肢

みどり、農地、農業、観光
〇農業体験・地産地消
〇障がい者の参加
〇東大農場の活用
〇緑を増やす・管理する

高齢者、障がい者、
マイノリティ
〇在宅のサポート　〇施設以外の居場所
〇交通・アクセシビリティ　〇移動支援
〇コミュニティ・場づくり・
　イベント実施

地域資源、文化・芸術、
情報発信
〇東大農場を交流の場に
〇人材育成
〇アートフェア
〇魅力発信

道路、公共交通、住環境
〇鉄道会社との協力
〇緑化活動
〇道路環境の向上
〇駐輪場リスト

市民活動、
地域コミュニティ
〇拠点の整備
〇活動の活性化
〇コミュニティの形成促進
〇カフェのような場所づくり

防災、防犯
〇安全なまちのＰＲ
〇情報発信（お知らせ）
〇地域力向上
〇防災に対する注意喚起
〇水害対策　　〇詐欺対策

産業振興、起業・創業
〇空き店舗への誘致
〇勉強会の機会を増やす
〇名物づくり
〇女性活躍

子育て支援
〇地域と一体になったお祭り・イベント
〇多世代交流
〇親どうしで助け合い
〇楽しく見守り

各テーマの課題を解決するためのアイデア
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＜アイデアボード＞
西東京市のまちづくりで「あなたができること」や 10 年後の「西東京市への想い」

など、ご自由にお好きな付箋紙に書いて好きな場所にお貼りください。


